
春
を
待
ち 

夜
風
に
散
る
か 

白
金

し

ろ

が

ね

の 

二
人
歩
み
と 

日
本
橋
ま
で 

令
和
七
年
一
月
二
十
五
日 

幻
想
小
説
家
ク
ラ
ブ 

大
中
臣
正
比
呂 

 

 

 

日
本
橋
のC

O
R

E
D

O

室
町
を
過
ぎ
、日
本
銀
行
ま
で
の
路
地
は
桜
の
名
所
で
あ
る
。 

其
の
頃
に
歩
い
た
人
に
紹
介
さ
れ
た
人
も
、
ま
た
同
名
だ
っ
た
と
い
う
記
憶
は
、 

時
に
流
さ
れ
て
令
和
の
今
に
辿
り
着
い
た
。
二
人
の
歩
み
は
幻
想
で
は
あ
る
ま
い
。 

松
の
内
を
過
ぎ
、
あ
と
十
日
も
す
れ
ば
節
分
で
あ
る
。
河
津
桜
が
咲
き
始
め
る
。 

春
を
待
つ
と
は
、
梅
、
桃
、
桜
と
続
い
て
ゆ
く
所
縁
で
も
あ
る
。
春
よ
、
来
い
！ 


